
(収入の部） （単位：円）

項　　　　目 ７年度予算（A） ７年度決算（B） 比較（B-A） 摘　　　要

１　会費収入 12,100,000 12,040,000 △ 60,000
学部生11,350千円（@50,000×227人）
編入生150千円（@37,500×4人）
大学院生540千円（@20,000×27人）

２　前年度からの繰越金 41,323,699 41,323,699 0

３　雑収入 19,636 82,529 62,893 預金利息82,529円

合　　　計 53,443,335 53,446,228 2,893

（支出の部） （単位：円）

項　　　　目 ７年度予算（C） ７年度決算（D） 比較（D-C） 摘　　　要

１　会議費 3,000 950 △ 2,050 総会旅費950円

２　事務費 181,000 102,050 △ 78,950
残高証明書発行手数料 660円
役員への文書発送費　1,730円
保護者懇談会案内送料　99,660円

３　事業費 11,876,000 8,681,152 △ 3,194,848

  （1）　サークル活動助成費 1,600,000 1,394,215 △ 205,785
自治会活動助成費　91,350円
サークル助成費　1,302,865円

  （2）　大学祭等助成費 1,900,000 1,669,303 △ 230,697

　（3）　会報誌作成費 150,000 117,545 △ 32,455

　（4）　学生福利厚生費 3,720,000 1,879,493 △ 1,840,507 検査費（肝炎、新型コロナ、実習関係）　1,879,493円

　（5）  卒業関係・国家試験対策
　　　　 関係助成費

3,942,000 3,215,596 △ 726,404

卒業（修了）年次研究等助成　2,174,920円
　　　　〃　　　　戻入れ　△ 60,000円
卒業関連事業助成　1,120,000円
　　　　〃　　　　戻入れ　△ 50,304円
修了関連事業助成　30,980円

　（6）　新入生研修費 480,000 377,530 △ 102,470

　（7）その他 84,000 27,470 △ 56,530 大学院新入生交流会

４　予備費 40,000 0 △ 40,000

小　　計 12,100,000 8,784,152 △ 3,315,848

１　次年度以降事業費 41,343,335 44,662,076 3,318,741

合　　　計 53,443,335 53,446,228 2,893

１　長期預り金 ― 92,308 ― 注）使途不明口座解約金

注）長期預り金は、令和５年4月20日に出金専用口座に入金したもの。

　　公立大学法人青森県立保健大学名義の使途不明口座を解約したことに伴う残金であり、

　　将来的に権利者から返還請求がなされた場合に柔軟に対応できるよう、

　　教務学生課所管の後援会の口座に長期預り金として入金した。

　　令和7年度青森県立保健大学後援会収支決算について監査をした結果、

総収入 53,446,228 円

総支出 8,784,152 円

　　次年度繰越金 44,662,076 円

　　以上で相違ないことを承認します。

令和8年4月1日

監　事 小田桐　芳江

監　事 小形　比呂史

令和７年度 青森県立保健大学後援会決算書
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【決算概要】

○支出の部（２　事務費）

○支出の部（３　事業費）

(1)サークル活動助成費

(4)学生福利厚生費

実習に係る検査が当初の想定を下回ったことに伴い、支出が減少した。

(5)卒業関係・国家試験対策関係助成費

大学院の修了者数が当初の想定を下回ったことに伴い、支出が減少した。

○預り金（２　長期預り金）

推薦入試及び一般選抜入試がオンラインシステム化したことに伴い、当該システム内で後援会費の支払いができるように

なったことから、後援会費振込用紙の印刷を廃止した。これにより、支出が減少した。

なお、編入学・社会人選抜、大学院選抜合格者にあっては、振込先口座を案内し対応することとした。

サークル活動助成費に係る申請が当初の想定よりも下回ったことに伴い、支出が減少した。

公立大学法人青森県立保健大学名義の使途不明口座を解約したことに伴う残金です。将来的に、債権者から返還請

求された場合、柔軟に対応できるよう、教務学生課が所管する後援会の銀行口座に、長期預り金として令和５年４月

20日に入金しました。

当該預かり金については、昨年度監事より指摘があり、10年以上返還請求がない現状を踏まえ、今後も返還請求が無

かった場合の取り扱いを本学で検討することとしておりました。現在も引き続き本学の関係各所と調整の上、検討いたしま

す。




